
　

今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
を
全
国
の
職
場
に
！

	
	

11
・
３
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
へ
の
賛
同
と
参
加
の
お
願
い

全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部

全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動

　

今
こ
そ
全
国
の
職
場
に
闘
う
労
働
組
合
を
つ
く
り
だ
そ
う
。

　

国
鉄
闘
争
が
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
26
年
に
及
ぶ
国
鉄
闘
争
は
、
つ
い
に
「
国
鉄
改
革
」
の
真
実
を
暴
き
出
し
ま
し
た
。
東
京
地
裁
・
白
石
裁

判
長
は
昨
年
６
月
29
日
、
動
労
千
葉
９
名
の
不
採
用
は
「
不
当
に
差
別
す
る
目
的
・
動
機
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
判
決
を
出
し
ま

し
た
。
国
鉄
１
０
４
７
名
採
用
差
別
事
件
は
、
政
府
と
旧
国
鉄
幹
部
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
、
司
法
権
力
が
共
謀
し
て
仕
組
ん
だ
大
陰
謀―

国
家
的
不
当

労
働
行
為
だ
っ
た
こ
と
が
一
点
の
曇
り
も
な
く
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
今
ま
さ
に
安
倍
や
橋
下
ら
に
よ
っ
て
「
国
鉄
方
式
」
に
よ
る
民
営
化
が
自

治
体
・
教
育
な
ど
で
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
根
拠
を
打
ち
破
り
、
ひ
っ
く
り
返
す
展
望
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
判
決
を
出
し
た
白
石
裁
判
長
は
突
如
、
更
迭
・
左
遷
さ
れ
、
そ
れ
を
見
た
東
京
高
裁
・
難
波
裁
判
長
は
突
如
、
結
審
を
強
行
し
、
９
月

25
日
に
判
決
を
指
定
し
ま
し
た
。「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」
10
万
筆
署
名
と
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
前
進
で
反
動
判
決
を
粉
砕
し
よ
う
。

　

Ｊ
Ｒ
職
場
で
は
第
２
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
も
い
う
べ
き
、
鉄
道
の
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
輸
出
と
、
鉄
道
業
務
を
数
百
に
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
外
注
化

攻
撃
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
労
千
葉―

動
労
水
戸―

動
労
総
連
合
は
、
こ
の
攻
撃
に
立
ち
向
か
っ
て
外
注
化
を
12
年
間
、
阻
止
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
反
合
理
化
・
運
転
保
安
闘
争
と
組
織
拡
大
闘
争
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

関
西
生
コ
ン
支
部
は
、
独
占
資
本
に
対
し
て
、
中
小
企
業
と
労
働
者
の
共
同
戦
線
を
形
成
し
、
産
業
別
の
運
動
で
対
峙
し
て
い
く
こ
と
を
訴
え
、

１
３
９
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
貫
徹
し
て
勝
利
し
ま
し
た
。
こ
の
地
平
を
土
台
に
組
織
拡
大
を
実
現
し
、
新
し
い
職
場
に
次
々
と
組
合
を
つ
く
り
だ
し

て
い
ま
す
。「
過
労
死
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
リ
ス
ト
ラ
、
下
請
け
の
切
り
捨
て
、
下
請
け
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
こ
れ
を
日
本
の
労
働
組
合
は
権
利
侵
害
だ

と
思
わ
な
い
。
こ
れ
を
怒
り
に
変
え
て
闘
う
こ
と
を
や
ら
な
い
」「
人
の
痛
み
を
己
の
痛
み
に
」「
一
発
や
ら
れ
た
ら
三
発
や
り
か
え
す
労
働
者
観
」（
武

委
員
長
）
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
の
訴
え
を
共
同
の
決
意
と
し
て
、
関
生
型
産
業
別
労
働
運
動
を
全
力
で
実
践
し
よ
う
。

　

企
業
の
塀
を
越
え
た
港
合
同
の
闘
い
も
多
く
の
実
践
的
教
訓
を
持
っ
て
い
ま
す
。
港
合
同
の
闘
い
は
、
地
域
全
体
で
資
本
に
立
ち
向
か
う
視
点
を
常

に
も
っ
て
企
業
内
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
地
域
を
一
つ
の
労
働
組
合
と
し
て
組
織
し
、
地
域
合
同
労
組
を
「
駆
け
込
み
寺
」
に
と
ど
め
る
の
で

は
な
く
、
資
本
と
の
断
固
た
る
闘
い
を
貫
い
て
〈
闘
い
の
砦
〉
に
し
ま
し
た
。
そ
の
根
幹
を
な
し
た
の
が
、
労
働
者
が
自
覚
的
に
団
結
し
た
力
は
資
本

を
蚕
食
す
る
力
を
持
つ
と
い
う
確
信
で
し
た
。
本
年
３
月
、
南
労
会
22
年
闘
争
に
勝
利
し
ま
し
た
。

　

３
労
組
の
闘
い
を
今
こ
そ
全
国
の
職
場
に
広
げ
よ
う
。
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
を
職
場
・
地
域
に
広
げ
よ
う
。
そ
の
決
定
的
チ
ャ
ン
ス
が
き
て
い
ま
す
。

　

資
本
主
義
体
制
は
大
恐
慌
下
で
崩
壊
の
危
機
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、
最
後
の
破
滅
的
政
策
と
し
て
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス―
新
自
由
主
義
攻

撃
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
異
次
元
金
融
緩
和
を
強
行
し
て
市
場
に
カ
ネ
を
あ
ふ
れ
さ
せ
、
成
長
戦
略
と
称
し
て
「
民
間
活
力
の
爆
発
」―
民
営
化
・

外
注
化
・
規
制
緩
和
攻
撃
を
全
面
化
さ
せ
、
改
憲
・
戦
争
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
公
務
員
の
７
・
８
％
賃
下
げ
、
限
定
正
社
員
の
導
入
、
派
遣
法
の
大

改
悪
、
解
雇
自
由
・
残
業
代
ゼ
ロ
法
制
化
、
社
会
保
障
制
度
の
解
体
、
公
的
部
門
の
丸
ご
と
民
営
化
、
公
設
民
営
学
校
の
解
禁
、
消
費
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
な
ど
労
働
者
人
民
の
生
き
る
術
を
根
底
か
ら
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
最
大
の
攻
撃
こ
そ
フ
ク
シ
マ
見
殺
し
政
策
で
あ
り
、
原
発
再
稼
働
攻
撃
で
す
。
福
島
の
子
ど
も
た
ち
に
甲
状
腺
異
常
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
全

原
発
廃
炉
の
道
は
、
原
発
労
働
者
と
連
帯
す
る
闘
う
労
働
運
動
を
職
場
か
ら
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
す
。
動
労
水
戸
の
被
曝
労
働
拒
否
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は

決
定
的
で
す
。

　

沖
縄
・
三
里
塚
・
改
憲
阻
止
の
闘
い
に
立
ち
上
が
ろ
う
。
万
国
の
労
働
者
の
団
結
で
新
自
由
主
義
に
立
ち
向
か
お
う
。
反
原
発
・
反
失
業―

全
世
界

の
労
働
者
と
団
結
し
、「
生
き
さ
せ
ろ
」
の
大
反
乱
を
呼
び
か
け
よ
う
。
す
べ
て
の
怒
り
を
日
比
谷
野
音
に
結
集
し
よ
う
。
志
を
同
じ
く
す
る
す
べ
て
の

皆
さ
ん
に
賛
同
と
集
会
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
３
年
８
月　

◎
名
称　

新
自
由
主
義
と
た
た
か
う
労
働
組
合
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
！　

今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
を
全
国
の
職
場
に
！　

国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！　

Ｊ
Ｒ
の
業
務
外
注
化
阻
止
！　

安
倍
政
権
の
改
憲
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
民
営
化
・
解
雇
自
由
・
非
正
規
職
化
攻
撃

を
止
め
ろ
！　

反
原
発
・
反
失
業
！　

全
世
界
の
労
働
者
と
団
結
し
「
生
き
さ
せ
ろ
」
の
大
反
乱
を
！　
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全
国
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者
総
決
起

集
会

◎
日
時　

２
０
１
３
年
11
月
３
日
（
日
）
正
午

◎
場
所　

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂


